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(II)解答は 止 しいと判断したものを つ だ(世よ 答宗用紙の巻欄に工しくち臥  (ヤーク)し てくださ,■

(13 次 の記述は ヽ 波法の向的に関する亀渡法の規定   〔 4〕 電 披ざ 】規定により無線従事柄 の嬌 rを取り

であるが 1~¬ 内に大れるべ=字 句どドの番号か 消されることがある場合に骸Ⅲlしないのは 次のど

11う1ら選ナ、

「この曽 ‖古 亀絞の公子かつ回 な けヽ1を       1 不 |な手段により無線従事者の免市を隻けたと

lf保することによって 公共の補 |を抱rす ること        ど

を日的とする J                      2 著 しくど身に火llがあって無線従■者たるに適

したい者に該Ⅲl'ろに=つたとさ

1 台興的     2 使 細均              3 亀 波法持しくはtPF法に基づく命令又はこれち

1 有 効      4 適 ド                に 基づく処うに造立したとき

4 ■主う宣缶"lH‖があったとさ

〔2〕 次 のF醜 は 亀 波と施付翻 いこ規定する 「tt rl巾   〔 5〕 納 う大臣から臨時に電度の発射のイF上の命令を

r\f r oiiltr:- |.id- r: lrr -ai i E 受けた無線局が そ tD空軒するモ波の“を絶勅台令

に適令するように対置したとをは ど うするか I

しいものを大いうちから選ヽ

内に人れるべど'句 を卜の需号から選代

「航空川DM EJと |ま 的 しヽ から121孤 &

までの周波数の亀波を側qし  航 牟機において ■       1 そ の旨を納考大卜に幡け出て 電 波の発射を開

該帆‖機から地文の定点まての回 をJl tする

たいの終帥 Vア葉務をイアうi日けをいう

1 輸 し尉J 冊  2 醐

3 将 ]珊       4 稲 体鴎

輪する

2「 ちにモの電流を発射する

3 そ の岳を総務大臣に中し出る

4 他 の無線5の う酎吉こ淀倍を与えないように府か

めた後 亀 渋を発射する

〔3J 次 に拙げる者のうち 無線従i者 の究静 i与えら    モ |)■ tt機 局の角十人は その 品ヽ を1生更したとどは

ねないことがある者はどれか 止 しいものをないう     ど うしなけれはならないか ● しいものを次のうち

ヽかち選ナ、                           か ら選′、

1 刑 法に規定する罪を犯し罰全ll卜の刑に処せ,      1 免 rllltを総務大Fに 提出し ir止 を受ける

れ そ の新 rを終わり 又 はその打iを 受けるこ      2 1簡 月以内に絶訪大臣にその旨を屈け出る

と力`なくなった出から2年 を経過しない者         3 2愉 J以 内にf_Fr大匝にその青を属け出る

2 電 卜法の規定に遠度し 3筒 月以内の劇rnHを定     4 速 やかに絡筋人Fに その骨を中
trる

めてよ線通信つ鞠坊に従常することを停止ど'1

その停止の剤間の満了のいから2任 を経過しない

予

3 鞠 道草者の免汗をrrlり市さ4i lki市しの日か

ら2年 を維迪しない者

1  本 の酷 を名しないど

(1)



〔7〕 無線通信の原即として無線局選用規則に規定され

ているのは、次のどれわヽ。

1 無 線垂信に使用する用語は、できる限り簡漂て

なければならない。

2 無 線通信は有線遍ほを利用することができない

ときに限り行うものとする。

3 無 線通倍は長時間雄院して行ってはならない。

4 無 線通信を行う場合においては、略符号以外の

用語を使用してはならない。

〔8〕 無線局は、自局の呼出しが他の既に行われている

通信に混信を与える旨の遁知を受けたときは 次 の

どれにようなけれはならないか

r空 中源電力をなるへく小さくして注意しながら

呼出しを行う。

2 中 止の要求があるまて呼出しを反復する。

3 混 信め茂合いが強いときに限り、直ちにその呼

出しを中止する。

4 直 ちにそのlrr出しを中止する。

〔10〕無線局を運用する場合において、電波の型式及

び周波数は 遭 雄通信を行う場合を除き、次のど

れに記載されたところによらなければならない

か 。

1 無 線局事項書

2 無 煉局免rf申請書

3 免 許状尊

4 受 話証

〔11〕 次の記述は、通難通信の使用電波に関する無線

E!E{Floeet6 5r.  E r ' r r i  r  f i  5 {
き字旬を下の番号から選へ。

「出軽航空捜局が遵難通信に使用するほ波は、

匡コ がある場合にあっては当該電波、その他の

場合にあっては航空機局と航空局との間の通信に

使用するためにあらかしあ定められている電波と

する。J

l ■ 任航空局から指示されている電波

2 責 任航空局に保留されている電波

3 こ の目的のために別に告示されている電波

4 特 に総務大臣から指定を受けた電波

〔9〕 無線同は、蕪線設備の機器の試験又は調整を行う

ために運用するときは、なるへく何を使用しなけれ

まならないことになっているうヽ、正しいものを次の

うちから選べ。

■ 水品発張回路

2 擬 似空中線回路

3 高 調波捺去装置

4 空 中線電力低下装置

〔12〕無線電話通信において、自同t対 する呼出しを

受信した場合に 呼 出局の呼出名林が不確実であ

るときは、招線局速用規則の規定により応答事項

のうち相手局の呼出名称の代わりに次のどれを使

用して直ちに応答しなければならないか。

1 再 びこちらを呼んでくたさい

2 貴 局名は何てすか

3 反 復願います

4 描 かこちらを呼古ましたか

航特 (2)


